



















の functional MRI (fMRI) では、認知症の被検者が十分な課題遂行が行えず、健常者との比較はで
きなかった。脳構造の Voxel Based Morphometry (VBM) では、健常高齢者内において、血中レプチ
ン濃度と右海馬と両側小脳の体積に統計学的に有意な相関があることがわかった。レプチンに神経保
護効果があることを示唆するものであり、学術雑誌に受理された（Biological Psychiatry, in press）。 
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能障害 (mild cognitive impairment：MCI) の発
見、早期対応に遅れが生じている。一方、


























(1) 健常者と認知症患者の functional MRI 研
究：健常高齢者 15 名（64.7+/-5.8 歳、MMSE 
28.9+/-1.0）と認知症患者 9 名（アルツハイマー
型認知症 7 名、前頭側頭型認知症 1 名、レビー











ブロック 27 秒）。当初、CANTAB を課題として施
行する予定であったが、Cambridge 大学の版権
の問題や、CANTAB 課題内容の複雑性、施行







MR 撮影は、epi 画像にて撮像した。repetition 
time [TR] = 3,000 msec、echo time [TE] = 25 
msec、flip angle = 90°、3.75 x 3.75 x 3.0 mm の
ボクセルサイズの水平断 46 スライスを撮像した。 
解析は MATLAB7.1 上 







(2) 健常高齢者の Voxel-Based Morphometry
（VBM）研究：健常高齢者 34 名（男性 19 名、女
性 15 名、64.6+/-4.7 歳、MMSE 29.4+/-0.8）に、









MR 撮影は、TR = 11.3 msec、TE = 5.3 msec、
first inversion time [TI] = 700 msec、second TI = 
400 msec、flip angle =10°、number of excitations 
= 1、320 x 192 matrix (auto-zero-fill 
interpolation [ZIP] = 512)、0.75 x 1.25 x 0.8 mm 
のボクセルサイズの水平断 200 枚スライスを撮像
した。 






齢、body mass index (BMI)、waist-to-hip ratio 
(W/H)、頭蓋腔内体積 (intracranial volume, 
ICV) を共変数とし、各被検者の灰白質と、血中
レプチン濃度の相関する領域を探索した (false 
discovery rate (FDR) p < 0.05、FDR-corrected)。 
 
４．研究成果 
(1) 健常者と認知症患者の functional MRI 研









められた（uncorrected, P < 0.001）。一方、認知
症患者では、統計学的に有意な脳賦活部位を


















(2) 健常高齢者の Voxel-Based Morphometry
（VBM）研究： 被検者の血中レプチン濃度と脳
白質病変（Fazekas 分類）や認知機能検査
（MMSE、CANTAB など）に相関はなかった（P > 
0.05）。また、脳灰白質領域総量の絶対値とも相




関を認めた（FDR-corrected, P = 0.048、図１、表
１） 。一方、負の相関を示す領域はなかった
（FDR-corrected, P > 0.05）。また、男女別の結果
では有意な相関部位はなく（FDR-corrected, P > 
0.05）、男女間の比較においても有意な差を認
















W/H、ICV を共変数）。FDR-corrected, P < 
0.05。 




Tarlairach and Tournoux 座標    FDR 
   ｘ     y     z   P 
右海馬    30    - 15    -8  0.48 
右小脳    12    - 68   - 44 0.48 
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